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記'億の行動分析，もしくは心的概念を用いない行動分析的記'億研究の探求

小平英治＊

行動分析学を立IMI点とし，記憶をテーマとして概念的・方法論的論考（研究Ａ）と実験的研究（研究

B）とを行った。

研究Ａ・行動分析における心的概念の取り扱いについて

行動分析学において記‘億の現象は「現前しない過去の刺激による行動の制御」(Catania,1998)という

観点からの分析が行われる。これはいわゆる心的状態を説明変数とせず，個体の行動と環境との相互作

用に焦点をあてるものである。その理由としては，内観法への批判(Watson,１９１８)や，心的理論形成に

関わる諸問題(Skinner,1950)などが挙げられてきた。しかし記憶に関わる現象を「記憶痕跡」のような

心的状態を用いて理解する素朴心理学は私たちの日常に浸透しており，科学の領域においてさえもその

棄却を唱えることが困難であることは歴史の示すところである。

そこで本研究では行動分析学と素朴心理学との関係を再検討する手がかりとして，いわゆる典型的な

行動分析的研究ではないが示唆的な記憶研究であると思われるBartlett(1932)やNeisser(1978)に着

目した。彼らは「憶える」「思い出す」などの通常言語を積極的に用いて記述を行っているが，現在の心

理学にとって必要なのは心的概念を用いた理論やモデルや統計にとらわれることのない実際に我々が

観察した事柄についての秩序ある詳細な記述（どのような条件でどのような事象が生起したか）である，

とする点は行動分析者Skinner(1950,1956)と共通している。ただし問題は通常言語の非厳密性と，そ

れに素朴心理学的な心の存在論・認識論が付着しやすいという点であろう。しかしこの問題に関して

は，「行動主義」を心の存在論・認識論の分野において唱えた哲学的行動主義が心的概念の使用を言語行

動という観点から分析することでは先行しており，今後の展望に対して示唆を与えてくれる。前世紀中

の論争を経て，現代の哲学的行動主義においては，①我々が「他者に心的状態を読み取る」のは，その

人の欲求・知識・信念として表明されうるような「命題的態度」をその人に帰属させてその行動を合理

的に解釈する営みにおいてである（解釈主義)，および，②個々の命題的態度はそれ単独で行動と結びつ

くものではなく，他の諸々の命題的態度との全体論的な関係の中で諸々の行動の解釈を導く（全体論的

行動主義)，といった観点が主張されている（金杉，2002)。これに社会・文化的随伴性による言語行動

の形成という観点を加えて，言語行動としての通常言語の分析を進めつつ，それらを用いた現象記述に

取り組むことが，素朴心理学的アプローチの理解の上で有益な分析法となろう。

研究Ｂ・ハトを被験体とした，記'億課題における試行間間隔とバイアスの効果の検討

行動分析的記憶研究の代表的な実験パラダイムとしてハトを用いた遅延見本あわせ課題（以下

ＤＭＴS）がある。修士論文ではその一形態であるyes-no型ＤＭＴＳを用い，信号検出理論(Signalde‐

tectiontheory）を適用して弁別感度・反応バイアスを求めるとともに，反応潜時といった測度も用い

て，試行間間隔（以下ITI）が長くなると記憶成績が上がるという現象の詳細な行動記述を目指した。本

年度ではさらなる分析として．正解が「yes」である確率を２０％もしくは８０％にするバイアス操作と

ITIの操作との交互作用を検討した。
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３つの反応キーを備えた標準的なハト用オペラント箱が用いられた。室内灯は使用しなかったが，給

実験履聡のある４羽のデンショバト（Cojz〃γzbα〃fﾉjα)が用いられた。体重は自由摂食時の８０％±5％

程度に維持され，各実験セッション後に適宜追加給餌を行った。水は実験時以外それぞれの飼育カゴで

自由に摂取できた。
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餌器作動時には備え付けのランプが点灯された。白色雑音が実験を通じて流された。

1１３

手続 き

yes-no型ＤＭＴＳを用いた。各試行はITIの後見本刺激として中央のキーが赤または緑に照射さ

れ，被験体がこれを５回つつくと(FR5)見本刺激が消えた。つづいて保持期間に入り，これが終了する

と比較刺激として中央キーが赤または緑に照射され，同時に左右両側のキーが白に照射された。一方が

｢yes」キーであり他方が「no」キーであったが，これは実験者が各被験体ごとに任意に定めた。どちら

のキーへの反応もＦＲｌＯで後続結果に導いたが，そのキーへの最初のつつき反応が検出された時点で他

のすべてのキーは消灯された。見本刺激と比較刺激が同じ色であれば｢yes」キー，違う色であれば｢no」

キーへの反応が正反応であり，強化子として穀物給餌器が３秒間作動した。誤反応には３秒間の暗間隔

が後続した。試行のタイプには見本刺激２種類×比較刺激２種類×保持期間５種類(0.5秒，１秒,２秒，

4秒、１０秒）の計２０種類があり，各タイプはランダムな順序で提示されたが，ｌセッションｌＯＯ試行

中５試行ずつがそれぞれに割り当てられていた。

実験条件はITI条件が２秒と２０秒の２条件，バイアス条件が「yes」正解率（正反応が「yes」反応で

ある確率）２０％と８０％の２条件,計２×２＝４条件であった。各条件は最低１０セッション行われ，以下

に述べる反応安定基準を満たしたところで次の条件に移行した。最新６セッションについて，前半３

セッションと後半３セッションでの正反応率の平均値が６セッション全体の平均値の±5％以内にある

という条件が，５種類の保持期間すべてについて満たされることを安定基準とした。各条件の提示順序

は被験体ごとにカウンターバランスした。

結果

弁別感度ｄ'，選択の偏りの尺度c,想起反応の潜時,選択ＦＲ完了時間（想起反応のＦＲｌＯの完了にか

かった時間)，潜時と．'との関係である反応速度一正確度トレードオフ（speed-accuracytradeoff;以下

ＳＡＴ）などの尺度を用いた。ＳＡＴにおいては中央値より潜時の短いものを「速い反応｣，長いものを「遅

い反応」とした。全個体について平均したデータを図1.1～1.10に示す。結果，バイアス操作は（１）弁

別感度ｄ'とＳＡＴに系統的な効果を持たなかった，（２）反応潜時・選択ＦＲ完了時間への効果は個体間

では一貫していなかった，（３）ただしこの両測度間には，一方が長くなったときは他方も長くなってい

る，という関係が見られた，（４）ITIとの交互作用は一部の個体においてバイアス操作による選択の偏り

が短ITI条件において顕著になるという点にのみ見られた，等の知見が得られた。

考 察

ＳＡＴは潜時と．'との関係であるので，ここに系統的な変化が見られなかったのは。'に系統的な変化

が見られなかったことによると思われる。個体差が顕著であった他の従属変数は，弁別行動を「弁別感

度」と「意思決定」の２点から分析する信号検出理論の観点からは「意思決定」に属するものといえ，

特に反応潜時と選択ＦＲ完了時間には「衝動性」という要素が関わっているように思われる。本実験に

おいて統制が不十分であった個体差を導く何らかの変数を同定することが，今後の課題として挙げられ

る。



1１４ 社会学研究科紀要第５７号２００４

文献

Bartlett,Ｆ､Ｃ、（1932)．Ｒｅγ"e流beガ邦g:Ａｓ奴dyi卸eXP師加”iα/α"dsocmjPSycﾉzojOgy・Cambridge:Cambridge

UniversityPress･

Catania,ＣＡ．（1998)．Ｌｅαγ冗加gEnglewoodCliffs,ＮＪ:Prentice-Hall・

金杉武司．（2002).哲学的行動主義．渡辺恒夫・村田純一・高橋露子（編著)．心理学の哲学．東京：北大路書房．Ｐｐ，

９２－１０６．

Neisser,Ｕ、（1978)．Memory:Whataretheimportantqueslions？ＩｎＭ.Ｍ､Gruneberg,Ｐ.Ｅ､Morris,＆Ｒ,Ｎ・

Sykes(Eds.),Ｐｍｃ"ｃａＪａＳＰｅａｓＱ/ｍｅ"zoぴ(pp3-24)．London:AcademicPress・

Skinner,Ｂ､Ｆ・（1950)．Aretheoriesofleamingnecessary？PsycﾉlojOgたajReUjezu,５７，１９３－２１６．

Ｓｋｉｎｎｅｒ,Ｂ､Ｆ・（1956)．Acasehistoryinscientificmethod．Ａｍｅ河cα〃盈sychojogjs４１１，２２１－２３３．

Watson,』.Ｂ，（１９１３)．Psychologyasthebehavioristviewsit・PsycﾉzoJogicaﾉRgUjezu,20,158-177.

＊慶膳義塾大学大学院社会学研究科心理学専攻博士課程

光トポグラフィを用いたヒトの脳内における数の処理過程の検討

東島 仁＊

視覚的な「数．量(面積)」情報処理について「アラビア数字の大小比較課題，ドットの個数比較課題」

などの課題を用いて検討した。反応時間，正答率などの行動データには，先行研究と同様のScmantic‐

Distanceeffect（アラビア数字・数詞の大小・ドットの個数などを比較する課題において，比較される

数字間の数学的距離が大きいほど①正答率が高く，②解答に笈する時間が短くなる傾向）が見られた。

一方，近赤外線を用いた脳内血中ヘモグロビン濃度の変化測定装置であるＮＩＲＳ（光トポグラフィ）に

ついては，個人内・個人間で一貫した結果が得られなかった。

目的

ＮIRS（光トポグラフィ）は，①非侵襲性，②維持の経済性，③実験参加者の身体的な拘束度の低さ

(但し，他の機能的脳画像装置と比較した場合)④高い時間分解能などの長所をもつ大脳表層部血中ヘモ

グロビン濃度の変化測定装置である。これらの長所から，乳幼児や児童における活用が期待される一方

で．データの解釈法や最適な実験手法が確立されていない点が問題とされている。

本研究では，ｆMRIやＰＥＴなどの機能的脳画像を用いた先行研究において比較的一貫した結果の得

られている「アラビア数字の大小比較課題，ドットの個数比較課題」を中心とした独自課題を用いて探

索的に「数．量（面積）‘情報の処理」のＮＩＲＳによる測定を試みた。ヒト成人がこの種の課題を行う際

には，頭頂葉を中心としたネットワークがはたらくことが確認されている（Dehaenegtaj.,１９９９など)。

また，Semantic-Distanceeffectに代表される反応精度，反応時間などの「数‘情報の処理」に特徴的な

行動的効果も知られている(PinelejaJ.,2001)。

実験開始時点では，ＮＩＲＳ研究に数刺激を用いた実験はほとんど存在せず,適切な反応の検出方法，あ

るいは反応の検出可能性も明らかではなかった。そこで，実験条件ごとに異なった刺激対（数字，文字，

漢数字，ドット，ランダム図形,英字など）を被験者に提示して，手元のマウスへのクリック反応によっ


